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本書は平成19年度に実施した長野県上水内郡信濃町における開発事業に伴う試掘調査の報告書である。

調査は国からの補助金交付を受けて信濃町教育委員会が実施した。

本書の執筆、編集は調査担当者である渡辺哲也がおこなった。編集の補佐を藤田桂子がおこなった。

本調査の遺物、実測図、写真等の資料はすべて信濃町教育委員会に保管されている。出土資料の記号は大久

保南遺跡が [070md、 東裏遺跡 (医師住宅地点)が [07HU]、 大道下遺跡が [070M]である。

調査体制は次のとおりである。

調査主体者  信濃町教育委員会

事 務 局  教  育  長  小林豊雄

教 育 次 長  静谷一男

生涯学習係長  丸山茂幸

調査担当者  生 涯 学 習係  渡辺哲也

発掘参加者
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(4。 大久保南遺跡)石 田和子、小林八重子、高田昭夫、高橋是清、田村勇、徳永門、東貢、藤田桂子、

(8。 緑ケ丘遺跡)小 林八重子、高田昭夫、高橋是清、田村勇、徳永門、藤田桂子、 (11。 東裏遺跡・個人
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※遺跡名の前の数字は図 1と 表 1に対応する。

整理参加者  藤田桂子

6.大道下遺跡の一部の石器石材について、中村由克氏 (野尻湖ナウマンゾウ博物館)か ら鑑定していただいた。

7。 調査をおこなうにあたり、次の方々には多大なるご協力をいただいた。記してお礼を申し上げる次第である。

池田進、大森亨、片山啓治、河東あや、倉島理行、小林賢治、小林やす子、島津和久、田中淳也、徳永博、

豊田忠治、松村鉄雄、宮沢尚也、矢野浩二、横川義成、株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ、株式会社長野

クボタ、信濃町立信越病院、信濃町建設水道課、信越富士通株式会社
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1。 出土した石器については器種名及び石材名に対し略号を用いた。本文中に用いた略号は以下の通りである。

略号 器種 略号 器種 略号 器種 略号 器種

NS 快入石器 RB
二次力日工
のある石刃

Bl 石 刃 Fl 剥 片

略号 器種 略号 器種 略号 器種 略号 器種

Co 石核 Ha 敲石 GS 磨石 /
略号 石材 略号 石材 略号 石材 略号 石材

Ch チャート An 無斑品質安山岩 Tu 凝灰岩 Ob 黒曜石

TS 凝灰質頁岩 砂岩 And 安山岩 /

2。 石器の計測は下の図のようにおこなった。また、石器を説明する際に用いる用語についても下の図に準じて

いる。

【背面】【側面】【腹面】

剥片の剥離角

(ガ ジリ)の部分は、発掘時に移植ゴテ等により付けてしまった新しい剥離面

表現した。

腱
目
日
酬
――――
―――‐
――‐‐
―１１‐
洲
Ш
閣
Ｗ

⌒

犠
【断面】

実淑I図では黒 く塗 りつぶして
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I 信濃町の環境と遺跡

1.自然的環境

長野県上水内郡信濃町は長野県の北端に位置し、新潟県妙高市と県境を接している。日本海に面した海岸平野

の高田平野と、内陸盆地の長野盆地との間にあたり、西には北から妙高、黒姫、飯縄火山、東には斑尾火山がそ

びえている。これらの火山に挟まれた地域には、標高650～750mの 起伏に富んだ高原状の台地が広がっている。

西倶Iの 3つの火山では、南に位置する飯縄山が最も古 く、12、 13万年前には活動を終了している。黒姫山は古

期の活動が16か ら11万年前で、新期の活動がおよそ 6万年前に活発になり、 3万年前頃には活動が衰えている。

妙高山は新期の活動が10万年前頃にはじまり、約6000年前に中央火口丘が形成され、現在に至っている。これら

3つの火山の活発な活動により、各火山体の東側一帯には火山灰層が広く厚く分布している。中部更新統の火山

灰層は20～ 30m、 上部更新統の火山灰層は10m程である。東側の斑尾山は西側の火山より古 く、およそ30万年前

には活動を終えていたと考えられている。この斑尾山の西麓に広がる緩やかな起伏の地形を、黒姫火山の崩壊に

よって生じた池尻川岩屑なだれ堆積物がせき止めたことにより、およそ 7万年前に野尻湖の原形が誕生した。現

在の野尻湖は面積が3。 96kぷで、水面の標高が654mである。こうした東西の火山に挟まれて低地帯があり、主

に後期更新世から完新世の湖沼・河川堆積物からなる丘陵、段丘、低湿地などが人びとの居住域となっている。

野尻湖の水は池尻川から西へ流れ出し、北へ向きを変えて関川に合流し、日本海へ注ぐ。長野市戸隠を水源と

する鳥居川は南東方向へ流れ、千曲川と合流し、信濃川となって日本海へと注ぐ。二つの水系の分水嶺は現在の

上信越自動車道信濃町インターチェンジ付近と考えられるが、この辺りはなだらかな高原状の地形となっている。

D                 2000m

図 1 調査地の位置 (信濃町役場平成18年 7月 作成 1/50,000地形図を使用)※番号は表 1に対応

信濃町

靭
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表 1 平成19年度に調査した遺跡一覧

No. 遺 跡 名 よ  み 原 因 調査方法 調査面積 調査期間 出土点数 発掘届日 終了届日

照月台 しょうげつだい 個人住宅建設 △
バ

エエ (478ピ ) 3/19

照月台 しょうげつだい 個人住宅建設 △
〓

エエ (450r) 9/3 0点 8/27

貫ノ木 かんのき 個人住宅建設 立会 (888r) 5/16

大久保南 おおくばみなみ 県道拡幅工事 試掘 18。 7ぷ 9/4-9/12 41点 9/4 9/19

東裏 ひがしうら 個人住宅建設 立会 (700r) 7/26 0点 7/2

上ノ原 うえのはら 個人住宅建設 立会 (330ピ ) 5/22 0点

緑ヶ丘 みどりがおか 倉庫建設 立会 (20r) 0点 10/29

緑ヶ丘 みどりがおか 個人住宅建設 試掘 6.0」 9/3 0点 8/27 9/10

長水A ちょうすいえ― 電話アンテナ建設 立会 (1,69r) 0点

東裏 ひがしうら 個人住宅建設 〈
バ

エエ (120r) 7/26 0点

東裏 ひがしうら 個人住宅建設 試掘 9.6ゴ 0点 11/14

東裏 ひヽがしうら 個人住宅建設 試掘 37.2ぷ 4/25-5/7 68月ミ 4/24 6/8

吹野原B ふきのはらび― 個人住宅建設 立 会 (445ポ ) 未着工 6/20

吹野原B ふきのはらび― 個人住宅建設 △バエエ (182ゴ ) 10/10 0点 9/27

一里塚 いちりづか 個人住宅建設 △バニエ (298ゴ ) 4/20 0点 4/4

ガヽ古間 こふるま 公道拡幅工事 〈
〓

ニユ (581ぷ ) 10/26 0点 9/7

大道下 おおみちした 工場・店舗建設 試掘 29ポ 5/23-6/4 156点 5/22

御料 ごりょう 個人住宅建設 〈
〓

エエ (150♂ ) 5/18 0点 4/24

御料 ごりょう 個人住宅建設 △バエエ (72ピ ) 0′点

※調査面積の内、()内 の数字は調査対象面積。

現在人々が暮 らす居住域は標高700m前後の地域で、日本海倶1の気候に属 し、冬期は寒冷で多雪、夏期は比較

的冷涼で、避暑地としても利用されている。

2.歴史的環境

信濃町は前述のような地形の特徴により、日本海側と内陸部をつなぐ交通の要所にあたるため、古くから人々

の往来が盛んであったことがうかがえる。野尻湖西岸の湖底に広がる立が鼻遺跡はおよそ 4万年前の狩猟・解体

場 (キルサイト)と 考えられており、ここをナウマンゾウとそれを追う旧石器人が往来したと考えられる。また、

野尻湖周辺には旧石器時代～縄文時代草創期の遺跡が40ケ 所あり、その遺跡のまとまりは野尻湖遺跡群と称され

ている。構成する遺跡はそれぞれ面積が広く、遺物分布の密度も高く、野尻湖の西に連なる丘陵上はとぎれるこ

となく遺跡がつながっているような印象を受ける。近年、上信越自動車道建設や国道18号線の改築工事などによ

り、長野県埋蔵文化財センターや信濃町教育委員会によって多数の遺跡で広範囲に渡り発掘調査がおこなわれ、

膨大な数の遺物が得 られている。それらの遺物をもとに近年、野尻湖遺跡群の編年が提示されている (谷 9

2007)。 石器石材や石器製作技術は多様で、そうした石器の内容から、各方面から人々が流入してきたことがう

かがえる。

古代では東山道支道が通っていたと推定されている。また、江戸時代には北国街道が整備され、加賀金沢藩の

参勤交代や、佐渡からの金銀の運搬など、重要な街道として利用されていた。現在も国道18号線、上信越自動車

道、JR信越本線が通り、交通の要所であることに変わりはない。また、関川が信濃と越後の国ざかいであるた

め、こうした歴史的な地理的条件を備えた地域でもある。中世の山城が多いことも、交通の要所として争奪戦が

おこなわれた地であることを物語っている。

信濃町には現在までに173ヶ 所の遺跡が知られているが (信濃町教育委員会,2003)、 時代により遺跡数の変遷

にその特徴が見出せる。①旧石器時代の遺跡が集中する。②縄文時代では草創期、早期の遺跡数が多く、前期以

降の遺跡数は少なくなる。特に中期が少ない。③弥生時代、古墳時代の遺跡数は少なく、平安時代になると遺跡

数が増加する。

Ⅱ 調査の内容及び成果

個人住宅建設に伴う発掘調査と、大規模開発に係る試掘調査を対象として事業を実施した結果、平成19年度は

19ケ 所の開発行為に対して調査等を実施した (図 1、 表 1)。 調査方法の内訳は、試掘調査が5件で、残り14件
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は工事立会である。ただし、13の 吹野原 B遺跡は事業主の都合により、届出が出されたものの、工事が未着工

のため、これまでに工事立会をおこなっていない。試掘調査の結果から本調査へ移行する遺跡はなかった。原因

では個人住宅及び個人住宅用倉庫建設が15件、道路工事が 2件、工場・店舗建設が 1件、電話アンテナ建設が 1

件となっている。昨年の13件に比して件数は増加した。

以下に調査の内容と成果を記述する。

1.照月台遺跡

A口 概要

所在地    信濃町大字野尻字滝

汐ミ781-8

原因     個人住宅建設

調査方法   工事立会

調査面積   478ぶ (工事面積 )

調査期間    一

出土遺物点数  ―

B.遺跡の環境と調査に至る経緯、

調査の結果

照月台遺跡は野尻湖の西方お よそ

500mの丘陵上に位置する遺跡である。

上信越自動車道信濃町インターチェン

ジ付近から北東方向へ下る丘陵の頂部

と緩斜面に広がる遺跡で、その大部分

が「照月台」という名の別荘地として

利用されている。北東側の仲町遺跡と、南西倶1の貫ノ木遺跡に挟まれるという位置関係にある。1985年 に野尻湖

発掘調査団により学術調査がおこなわれ (野尻湖人類考古グループ,1987)、 1997年 には店舗建設に伴う発掘調

査がおこなわれている (信濃町教育委員会,2002b)。 1999年には国道18号線改築工事に伴い4780」が調査されて

いる (長野県埋蔵文化財センター,2004)。 これらの調査では主に旧石器時代の遺物が多数得られている。

この照月台遺跡内の別荘地で個人住宅の建設が計画された (図 2)。 計画は既存の建物を解体した後、ほぼ同

じ位置に建設するというものであった。既存建物の基礎工事及びその撤去によって大きく改変され、遺跡が残さ

れていない可能性が高いと判断されたため、工事立会とした。しかし、事業主との連絡調整の不備により、工事

立会未実施のまま、工事がおこなわれたため、遺跡の状況確認はできなかった。

2.照月台遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

信濃町大字野尻字上ノ原759-11

個人住宅建設

工事立会

450ピ (工事面積)

平成19年 9月 3日

出土遺物点数  0点
B.調査に至る経緯と調査結果

照月台遺跡内の国道18号線沿いで個人住宅の建設が計画された (図 2)。 この地点は隣接する店舗建設に先

立って1997年 に発掘調査がおこなわれた際、追加で試掘調査がおこなわれた場所である(信濃町教育委員会,2002

b)。 試掘調査の結果、地表下には55～ 70cmの埋め土が確認された。試掘調査では石器が出土したが、遺物包含層

は地表からl m50cm以上下位であった。今回の住宅建設では、基礎工事で掘削する深さが埋め土の範囲内に収

まり、遺物包含層に達しないと判断されたため、工事立会を実施し、状況の確認をおこなって終了した。

3.貫ノ木遺跡

A口 概要

所在地 信濃町大字野尻字滝沢770-1、 770-2

図 2 照月台遺跡・貫ノ木遺跡の範囲と調査地の位置
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原因      個人住宅建設

調査方法    工事立会

調査面積    888ゴ (工事面積)

調査期間     一

出土遺物点数   ―

B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

貫ノ木遺跡は照月台遺跡から南西側に続く丘陵上に位置する。これまでに多数の発掘調査が実施され、旧石器

時代や縄文時代早期などの遺物が多数得られている。これまでにおこなわれた調査は、1985、 1988年に野尻湖発

掘調査団による学術調査 (野尻湖人類考古グループ,1987、 1990)、 1991、 1992年 に保養施設建設に伴 う発掘調

査 (渡辺・中村,1992)、 1994年に個人住宅建設に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,1995)、 1993～1995年 に上

信越自動車道建設に伴う発掘調査 (長野県埋蔵文化財センター,2000b)、 1994～ 1996、 1999年 に国道18号線改

築工事に伴う発掘調査 (長野県埋蔵文化財センター,2004)な どである。

この貫ノ木遺跡内の照月台遺跡に近い別荘地で個人住宅の建設が計画されたため (図 2)、 現地の確認をおこ

なったところ、建設予定地は既存の住宅の隣であり、既存の住宅の建設時に斜面を大きく削り、平坦に造成され

ているところに建設するということであった。そのため、遺跡が残されていない可能性が高いと判断され、工事

立会としたが、事業主との連絡調整の不備により、工事立会未実施のまま、工事がおこなわれたため、遺跡の状

況確認はできなかった。

4.大久保南遺跡 (2007県道改良地点)

A.概要

所在地    信濃町大字柏原216-1、 841-1、 854-1

原 因 県道拡幅工事

調査方法   試掘調査

調査面積   18。 7ゴ

調査期間   平成19年 9月 4日 ～ 9月 12日

出土遺物″点数 41″点

B.遺跡の環境と調査に至る経緯

大久保南遺跡は伊勢見山山頂から北西方向へ延び

る尾根の延長上にあたる丘陵上に広がる遺跡で、旧

石器時代と縄文時代早期の遺跡とされている (信濃

町教育委員会,2003)。 この遺跡では過去に次の 4

地点で発掘調査が実施されている。1985年 には土取

りが原因の発掘調査が実施され (柏原町区誌編纂委

員会,1988)、 1995年 には、上信越自動車道建設に

伴う発掘調査 (長野県埋蔵文化財センター,2000a,

2000c)と 、県道信濃信州新線建設に伴う発掘調査

(渡辺,1996)が実施されている。1998年 には個人

住宅に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,1999)が

実施され、それぞれの調査において、おもに旧石器

時代の遺物が多数出土している。

今回、遺跡内を通る県道信濃信州新線の改良工事

が計画されたため (図 3)、 信濃町建設水道課建設

係と協議の上、試掘調査を実施した。この地点の地

形は北倶|へ下る傾斜地で、既存の道路を建設する際

に大きく切 り割られており、調査は法面の上でおこ

なうことになった。拡幅部分の現状は山林で、支障

木は未伐採であった。工事は既存の道路を拡幅する

ものであったため、拡幅部分が lm以上あって試

掘用のトレンチを設定できる部分のみを対象とし、

6ケ 所の試掘 トレンチを設定した。 lヵ 所から石器 図3 大久保南遺跡・東裏遺跡の範囲と調査地の位置
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図 4 大久保南遺跡の調査範囲と土層
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が出土したことから周辺を拡張し、遺物の分布状況を確認

した。

C.調査の方法

道路改良が計画された範囲の中で調査可能な地点に1。 5

×0.8mの トレンチを 6ケ 所設定 した (図 4)。 試掘 トレ

ンチは北か らTP-1～TP-6と した。比較的急傾斜な地域

に設定 した TP-1～TP-4か らは遺物が出土 しなかった。

そのためこの付近は遺跡の分布が希薄な地域 と判断した。

比較的平坦な地点に設定 した TP-5、 6では、TP-6か ら

のみ石器が出土 した。そのため、TP-6を 南北に拡張する

ことにしたが、いずれも立木によリー部発掘ができなかっ

た (図 5)。 しか し、北側はTP-5で は遺物が出土 してい

ないことから、北側の分布の範囲はほぼ捉えられたと考え

られる。また、南側は工事用地が狭 くなるためこれ以上の

拡張は困難で、調査が可能な範囲についてはほぼ発掘を実

施することができたと思われる。調査は実質 4日 間実施 し

た。降雨のために間隔があいたが、 9月 4日 、 5日 、10日

に手掘 りによる掘削をおこない、12日 に記録をとって終了

した。

D.調査の結果

a.層序

調査地点の層序は、野尻湖周辺の丘陵で通常確認できる

層序と基本的に一致する。ttTPの 土層柱状図は図 4に示

した。TP-1～ 4と T卜 5～ 6は地点が離れているために

その対応関係に確証が得 られないため、土層を表す

ローマ数字 にT卜 1～ 4に は aを 、TP-5～ 6に は b

を付 したが、同じローマ数字のものはほぼ同層準と考

えている。土層の注記の色は新版標準土色帖を用いて

判断した (以 下、他の遺跡でも同様)。 また、各層準

の土層注記の最後に野尻湖周辺の風成の層序区分を

[ ]で示 した (以下、他の遺跡でも同様)。 この区分

は野尻湖人類考古グループ (1994)に 従っている。柏

原黒色火山灰層の下位にモヤがあるが、この地点では

それを細分できなかった。上Ⅱは上部野尻ローム層 Ⅱ

の略で、この地点では上 Ⅱについても細分できなかっ

た。上Ⅱ最下部は姶良Tn火山灰 lATlに 対比される

「ヌカ I」 火山灰を含む層準である。

b.出土遺物の概要

出土した遺物の総点数は41点で、内訳は石器が16点、

礫が25点である。遺物に関するデータは、石器を表 2、

礫を表 4で示 した。遺物の出土層準はⅡb～ Vb層 で、

石器はⅢb層が10点 で63%を 占め、礫ではⅢb層、Ⅳ

b層がともに11点 で44%を 占める。

c口 遺物の分布と遺構

θ CP・

のが
0     0

%  の

一 EL② ―!m

図6 大久保南遺跡 TP-6の礫群

巨礫
遺物番号 14

m    m7

図 5 大久保南遺跡 TP-6の遺物分布

凡 例
0剥片
▲

磁

■I柴

＼
0

00

Ｐ，Ｄ・
＠

ｆ

‐
Ｏ
ｄ

ｌ

・

遺物の分布状況は図 5に示した。石器は平面的には特に集中する地点はなく、出土層準もまとまりがみられな

いことから、全体に散漫に分布するという印象である。礫は南倶1に まとまりが見られ、礫群として図化した (図

6)。 北側の礫は散漫な分布状況で、出土層準はⅣb層が多い。南側の礫の出土層準はⅢb層が多いが、この地

点のⅢb層 は部分的に厚 くなっており、本の根による撹乱などが大きく影響しているように観察された。本来は

下位の層準にあったものが、撹乱によって上位の層へ混入し、本来は北側で出土した礫と同様にⅣb層 に包含さ

れていたものと考えておきたい。また、巨礫 1点が出土した (図 5)。 遺物番号14で、長軸が23。 4cmあ り、重
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さは8。 8kgの安山岩で、全体に熱を受けている。これと遺物番号13の礫の 2点が、他の遺物よりも下位のVb層
から出土しており、他の遺物と時期差がある可能性があるが、石器が共伴していないため、これ以上は言及でき

なかった。

d.出土遺物

出土した石器16点 の内、 9点 を図示し (図 7)、 そのデータと特徴を表 2に示した。図 7で は、遺物に 1か ら

の通し番号を図番号として付け、その下に遺物名の略号、石材名の略号、出土層準、遺物番号の順に記述した。

1、 2は石刃である。 1は縁辺に弱い二次加工と微細剥離痕がある。 3～ 8は剥片である。 3、 4は黒曜石製

の縦長の剥片である。 5、 6は長軸と剥片剥離の方向が一致しない剥片である。 8は背面に自然面を多 く残す大

形の剥片である。 9は石核で、自然面を多く残している。剥片の剥離は打点を横方向に移しながら複数の幅広の

剥片の剥離をおこなっている。

礫は25点出土したが、その属性表を示し (表 4)、 その平均値と統計的なデータを示した (表 3)。 なお、割れ

の割合は、礫の表面に対して、割れ面が占める割合、焼けの程度は礫の表面の赤化が強いものを 3、 弱いものを

1、 その中間のものを2と した。平面形は観察者の感覚で判断し、平面形が長細いものを長、縦横比が同じ程度

のものを短とし、角張っているものを角、角が取れているものを丸とした。統計的なデータを見ると、92%が焼

けており、全部が割れている。焼けている礫のすべてが、割れ面も焼けており、ここでは礫を繰り返し使ってい

る様子がうかがえ、調理施設等で利用したことが想定できる。

表 2 大久保南遺跡 全出土石器と主な石器の観察表

図
番
号

遺
物
番
号

遺物名 石材 層準
標高
(m)

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

墜
０

特 徴

1

二次加工
のある石刃

Tu Ⅲ b上
単剥離面打面を加撃して剥離された石刃で、頭部調整の痕
跡が見られる。剥離角は102度。背面右側縁には、剥片の傾
斜に沿つた剥離が施され、縁辺部には刃こばれ状の微細な
剥離痕が見られる。

石 刃 Ch Ⅲ b上 複剥離面打面を加撃して剥離された石刃。背面左下に節理
面がある。剥離角は97度。

剥片 Ob Vb 1。 25
単剥離面打面を加撃して剥離された剥片で、頭部調整の痕
跡が見られる。背面の3分の1程度に自然面が残る。剥離角
は101度。右側縁に発掘時の剥離痕 (ガジリ)あり。

剥片 Ob Ⅲ b中 13.5

単剥離面打面を加撃して剥離された縦長剥片。背面の4分
の1程度に自然面が残る。剥離角は104度。打点が明瞭で点
的なカロ撃によるものとわかる。

剥片 An Ⅲ b下 4.3 10.C

複剥離面打面を加撃して剥離された縦長の剥片で、剥片の
長軸と剥片剥離の方向は一致していない。剥離角は104度。
背面にも縦長剥片の剥離痕があり、剥片の連続剥離が見ら
れる。

剥片 Ch Ⅳ b 上 1。 3C 2。 7
単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片。剥離角は
96度。両縁辺に微細な剥離痕が見られる。

剥片 Ch Ⅲ b中 1.36 2.2 0。 G
複剥離面打面を加撃して剥離された剥片で末端部を欠損す
る。背面に自然面が残る。

剥片 Ch Ⅲ b中 7.8 59.8

背面に自然面を多く残す縦長の剥片。単剥離面打面を剥離
角104度で加撃して剥離されている。背面に頭部調整の剥離
が見られる。

27 石核 Tu Ⅲ b中 1.22 226.0

自然面を多く残した板状の石核。自然面の状況から母岩は
円礫と思われる。円礫を板状に分割し、自然面の平坦な面を
打面として加撃し、幅広の剥片を剥離している。剥離角は
110から120度である。縁辺には頭部調整と思われる微小な
剥離が見られる。

/ 剥片 Ch Ⅲ b上 2.2 0。 4 0。 8

/ 剥片 An Ⅱb 中

/ 剥片 Ch Ⅲ b上 0.4

/ 剥片 Ch Ⅳ b下 2.0

/ 剥片 Ch Ⅳ b上 2.5 2.3

/ 剥片 Ch Ⅲ b上
/ 剥片 Ch Ⅳ b上 1。48
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長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

墜
＜ｇ＞

割れの

割合

(%)

焼けの

割合

(%)

焼け
(3段階)

7。 7 5。 9 3.4 519.4 100 92

表 3 大久保南遺跡 礫の平均値と割合

表 4 大久保南遺跡 礫の属性表

遺物
番号

層準 舗
０

黙
＜ｃｍ＞

幅

ｃｍ
駐
＜ｃｍ＞

整
０

割れ
あり○
なしX

割れ
の割
合%

焼け
あり○
なしX

焼け
(3段

階)

自然
面の

焼け

自然
面の

焼け
%

割れ
面の
焼け

割れ
面の

焼け
%

平面

形

(長短 )

平面
形

(角 丸 )

接合

Ⅳ b 上 1。 22 10.2 478。 0 ○ 40 ○ ○ ○ 60 長 角

Ⅳ b 中 4。 0 2.2 37.2 ○ 80 〇 ○ 100 〇 60 短 角

Ⅳ b 上 1.22 3。 8 ○ ○ ○ 100 ○ 100 長 角

Ⅳ b 上 8。 5 4.8 2。 9 114。 9 ○ ○ ○ 100 ○ 60 長 角

Ⅳ b 上 6.8 34。 1 ○ 100 × / / / / / 長

Vb 14.0 7.4 1138。 0 ○ 20 × / / / / / 長

Vb 1。 34 23.4 16.4 8800。 0 ○ ○ ○ 100 ○ 100 短 電
一Vb 1。 34 2.0 ○ 80 ○ ○ 100 ○ 70 長

Ⅲ b 下 1。 30 3.7 ○ 70 ○ ○ ○ 80 長 角

Ⅲ b 中 271.0 ○ ○ ○ ○ 90 長 角

20 Ⅲ b 中 1。 22 6.4 54。 9 ○ ○ ○ ○ 短 角

Ⅳ b 上 1.28 7.2 3.6 188。 5 〇 ○ ○ 100 ○ 40 短 角

22 Ⅲ b 中 1.20 8.1 3。 7 ○ 90 〇 ○ 100 ○ 100 長 角

23 Ⅲ b 中 8。 2 2.2 105.C ○ ○ ○ 100 ○ 100 短 丸 22

24 Ⅲ b 中 1.2C 2。 5 ○ 60 ○ ○ 100 ○ 長 角

25 Ⅳ b 上 1.35 0.6 2.7 ○ 70 ○ ○ 100 ○ 90 長 角

29 Ⅲ b 下 1.26 275。 0 ○ 30 ○ 〇 100 ○ 60 短 角

Ⅲ b 中 1。 28 ○ 70 〇 ○ ○ 100 長 角

Ⅳ b 上 ○ 60 ○ ○ 100 ○ 100 短 丸 32038

32 Ⅲ b 下 1.40 6。 7 2。 2 ○ 70 ○ ○ 100 ○ 100 短 丸 31038

33 Ⅲ b 下 5。 6 2.6 13。 3 ○ 70 ○ ○ 100 ○ 100 長 亀
一

38 Ⅲ b 下 1。 27 5。 1 128。 7 ○ ○ ○ 100 ○ 100 長 雪
一

31032

Ⅳ b 上 6.C 2。 7 128。 6 ○ 40 ○ ○ 100 〇 90 短 町
一

Ⅳ b 上 1.32 12.7 4。 0 464。 0 ○ ○ ○ 90 ○ 長

Ⅳ b 上 374。 0 ○ 4C ○ ○ ○ 40 短 角

E.ま とめ

今回の調査地点では礫群を伴う石器群を検出した。出土層準はⅡb層からVb層 までと幅をもつが、時期差の

観点から遺物を分類することは困難であったため、これらはすべて同一時期のもので、それが上下の層に拡散し

たものと考えておきたい。本来の生活面は石器よりも重い礫の出土状況から考えると、礫群を構成するTP-6南

倶1の礫はⅢb層からの出土が多いが、この地点のⅢb層 は上下の地層が入 り乱れている状況が観察されたため、

安定していないと判断した。北側はⅣb層上部から礫が多く出土しており、安定した出土状況を見てとることが

できた。こうしたことから、今回検出した石器群の本来の生活面はⅣb層上部とした。

石器は石刃と幅広の剥片が共存する。石材は黒曜石、無斑品質安山岩、チヤート、凝灰岩と多様で、肉眼で観

察した限りでは同一母岩から剥離されたと思われるものはなく、砕片が出土していないことから、石器製作地で

はないと思われる。礫群の存在から、この地点は一時的な野営をしたような場所と考えておきたい。

編年的な位置づけであるが、Ⅳb層上部は野尻湖人類考古グループ (1904)の 層序区分では上Ⅱ上部にあたる。

この層準には石刃技法をもつ杉久保系石器群などにより上Ⅱ上部文化層が設定されており、今回出土した遺物は

これに属するものと判断した。谷 (2007)に よる編年では野尻湖第Ⅳ期に含まれ、南関東のⅣ層上部に対比され

る。

5.東裏遺跡

A口 概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

出土遺物点数

信濃町大字柏原字上ノ原266-3、 266-8

個人住宅建設

工事立会

700ゴ (工事面積)

平成19年 7月 26日

0点

長 15点 60% 角 22ノミ 88%

短 10点 40% 丸 3点 12%
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B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

東裏遺跡は伊勢見山と国道18号線との間に位置し、伊勢見山の南西の山麓に、北西・南東方向に細長 く広がる

遺跡である。この遺跡は面積が広いことから、過去に多数の発掘調査が実施されてきた。主な調査は1993年 の宅

地造成と町道建設に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,2004a)、 1993～1995年の上信越自動車道建設に伴う発掘

調査 (長野県埋蔵文化財センター,2000a)、 1996の バスス トップ建設、個人住宅建設に伴う調査 (信濃町教育委

員会,1997)、 1997年のガスパイプライン建設に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,2007b)、 1999年の個人住宅

建設に伴う発掘調査 (信濃町教育委員会,2000)な どがあり、ほかにも小規模な発掘調査がおこなわれている

(信濃町教育委員会,2005、 2007aな ど)。

この東裏遺跡内で個人住宅の増築が計画された (図 3)。 計画は既存の住宅の東側へ増築するというもので、

そこはすでに既存の住宅を建設する際に傾斜地を平坦に削平して造成されたことがわかり、遺跡が残されていな

い可能性が高いと判断されたため、工事立会を実施し、状況の確認をおこなった。

6日 上ノ原遺跡

A口 概要

所在地     信濃町大字オ白原字上ノ原169-4

原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

工事立会

330ゴ (工事面積)

平成19年 5月 22日

出土遺物点数  0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

上ノ原遺跡は貫ノ木遺跡 と東裏遺跡に挟まれた丘

陵上に位置する。遺跡は面積が広 く、過去に多数の

発掘調査が実施されてきた。主な調査は1990年の開

墾に伴う発掘調査 (中村,1992a、 1992b)、 1994～

1995年 の上信越自動車道建設に伴う発掘調査 (長野

県埋蔵文化財センター,2000a、 2000c)、 1995年 の

店舗兼住宅建設 (上 ノ原遺跡第 4次調査)、 個人住

宅建設に伴う調査 (信濃町教育委員会,1996)、 1997

年のガスパイプライン建設に伴う発掘調査 (信濃町

教育委員会,2007b)、 2006年 の研究所建設に伴う

試掘調査 (信濃町教育委員会,2007a)な どがあり、

主に旧石器時代の多くの遺物が得られている。

上ノ原遺跡内で個人住宅の建設が計画され (図

8)、 現地を確認したところ、住宅が解体され

てさら地となっていた。傾斜地を大きく削って  ,
造成された上に住宅が建てられていたというこ  :
とで、遺物包含層は残されていない可能性が高

いと判断した。よって、工事立会とし、状況の ご

確認をおこなって終了した。

7.緑ケ丘遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

出土遺物点数

信濃町大字柏原字小丸 山

2520-1

倉庫建設

工事立会

20ゴ (工事面積)

平成19年 10月 29日

0点

図 8 上ノ原遺跡の範囲と調査地の位置
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図 9 緑ヶ丘遺跡の範囲と調査地の位置



B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

緑ヶ丘遺跡は上ノ原遺跡の広がる丘陵の頂部から南西方向へ下った丘陵の末端部にあり、JR黒姫駅の北西に

位置する。この遺跡でこれまでに発掘調査はおこなわれておらず、遺跡の詳細は不明である。

この緑ケ丘遺跡内の畑地で倉庫の建設が計画された (図 9)。 計画では基礎工事で掘削する幅が狭いため、調

査を実施することが困難と判断されたことから、工事立会とし、状況の確認をおこなって終了した。

8.緑ケ丘遺跡 (2007個 人住宅地点 )

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

信濃町大字柏原字小丸山2528-11

個人住宅建設

試掘調査

6ゴ

平成19年 9月 3日

出土遺物点数  0点
B口 調査に至る経緯と調査結果

緑ヶ丘遺跡内の荒蕪地で個人住宅建設が計画されたた

め (図 9)、 遺跡の状況を確認するための試掘調査を実

施した。この周辺では過去に発掘調査がおこなわれてい

ないため、遺跡の状況は不明であった。建設予定地は南

側へなだらかに下つている。基礎工事の夕ヽ周の四隅とそ

の中間地点に1。 5× 0。 8mの試掘 トレンチをTP-1～ 5

の 5ケ 所に設置し (図 10)、 手掘りによる発掘を実施し

た。発掘の深度は、基礎工事の深度の50cmま でとした。

もとは畑地であったため、地表下には耕作土があり (I

層)、 その下位には黒ボク土がある (Ⅱ 、Ⅲ層)。 黒ボク

土は西倶1で は厚 く、東側では薄くなっていた。東傾1で は

黒ボク土の下には褐色土が分布していた。褐色土は水分

を多 く含んでおり、風成のローム層との対比はできな

かった。これらのトレンチからは遺物は出土せず、遺構

も検出できなかったことから、本調査は必要ないと判断

し、調査を終了した。

9日 長水 A遺跡

A.概要

所在地

原因

信濃町大字柏原字長水4836-1

携帯電話アンテナ建設

調査方法    工事立会

TP-4

※標高の基準点が近くに無く、便宜的にELを基準値として用し

I:黒色土(Hue10YR2/1)

粘性なし、しまり弱い

勝 作■l

Ⅱ:黒色土(Hue5YRl.7/1)

粘性なし、しまり弱い

水分を多く含む

[柏原黒色火山灰層]

Ⅲ :黒色土(Hue10YRl.7/1)

粘性なし、しまりあり

[柏原黒色火山灰層]

Ⅳ :褐色土(Hue7.5YR4/3)

粘性あり、しまりあり

〕Cm

V:褐色土(Hue7。 5YR4/3)

粘性あり、しまりあり

z～5mmの褐色スコリアを含む

水分を多く含む

Ⅵ :褐色土(Hue10YR4/6)

粘性あり、しまりあり

Ⅶ :明 褐色土(Hue7.5YR5/8)

粘性あり、しまりあり

z～2cmの小レキと青灰色岩片を含む

調査面積

調査期間

1.69ゴ (工事面積)

平成19年 9月 11日

出土遺物点数  0点
B口 遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

長水 A遺跡は黒姫山の山麓の、東側へなだ らか

に下る傾斜地にある遺跡で、長水の集落の西側に位

置する。これまでに発掘調査は実施されていないが、

山岳信仰の法具などが採取されており、平安時代 と

中世の遺跡 とされてい る (信 濃町教育委員会 ,

2003)。

この長水 A遺跡内で携帯電話のアンテナ設置工

事が計画された (図 11)。 計画では掘削が予定され

た面積が1.69ぶであり、狭小のために調査は困難と

隔［］田円［［‐ｖ‐‐喘り　た

図10 緑ケ丘遺跡の調査範囲と土層

図11 長水 A遺跡の範囲と調査地の位置
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判断されたため、

て終了した。

10口 東裏遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

工事立会 とし、状況の確認をおこなっ

信濃町大字柏原字東裏470-1

個人住宅建設

工事立会

120ゴ (工事面積 )

平成19年 7月 26日

出土遺物点数  0点
B.調査に至る経緯と調査結果

東裏遺跡内で個人住宅の建設が計画された (図 12)。

計画では既存の建物を解体 した後、ほぼ同じ位置に建設

するというものであった。既存建物の基礎工事及びその

撤去によって大きく改変され、遺跡が残されていない可

能性が高いと判断されたため、工事立会とし、状況の確

認をおこなって終了した。

11.東裏遺跡 (2007個 人住宅地点)

A.概要

所在地     信濃町大字柏原字東裏481-1

東裏遺跡の範囲と調査地の位置

・柱状図記載位置

I:赤黒土(Hue2.5YR2/1)    V:褐 色粘質土(Hue7.5YR4/4)

粘性なし、しまり非常に弱い    粘性強い、しまりあり

[表」             Ⅵ :黒褐色土(7.5YR3/2)

Ⅱ:黒褐色土(Hue5YR3/1)     粘性あり、しまりあり

粘性なし、しまり弱い      Ⅶ :灰褐色土(Hue7.5YR4/2)

[耕作土]            粘性あり、しまりあり

Ⅲ :赤黒土(Hue2.5YR2/1)    Ⅷ :にぶい黄褐色粘質土(Hue10YR4/3)

粘性なし、しまりあり          粘性強い、しまりあり
[柏 原黒色火山灰層]     Ⅸ :褐色シルト質土(Hue10YR4/の

Ⅳ:黒褐色土(Hue5YR3/1)      粘性ややあり、しまりあり
粘性ややあり、しまりあり

[モ ヤ]

図13 東裏遺跡 (2007個 人住宅地点)の調査範囲と土層
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原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

試掘調査

9。 6ゴ

平成19年 11月 7日

出土遺物点数  0点
B口 調査に至る経緯と調査結果

東裏遺跡内の畑地で個人住宅建設が計画されたた

め (図 12)、 遺跡の状況を確認するための試掘調査

を実施した。ここは平成 5年度に宅地造成と町道建

設に伴い発掘調査がおこなわれ、縄文時代早期の沈

線文系土器が出土した地点 (信濃町教育委員会,

2004a)に近いことから、今回の住宅建設地まで遺

跡が広がっている可能性が考えられた。建設予定地

は北側の町道よりも2m以上低 くなっており、地

形は南側へなだらかに下る傾斜地であった。基礎工

事の外周の四隅とその中間地点に1。 5× 0。 8mの 試

掘 トレンチを8ケ 所設置し (図 13)、 手掘 りによる

発掘を実施した。発掘の深度は、基礎工事の深度の

50～ 60cmま でとした。T卜 1～ 4では黒ボク土の

下から粘土質やシル ト質の地層が確認された。TP―

5～ 8では黒ボク土が厚 く堆積していた。これらの

トレンチからは遺物は出土せず、遺構も検出できな

かったことから、本調査は必要ないと判断し、調査

を終了した。

12口 東裏遺跡 (2007医師住宅地点)

A.概要

所在地     信濃町大字柏原字東裏464-7

□
別
　
　
　
旧□

調査範囲



原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

試掘調査

37。 2ゴ

平成19年 4月 25日 ～ 5月 7日

出土遺物点数  68点
B.調査に至る経緯

東裏遺跡内の町道柴山線に沿った畑地に、信濃町立信越病院の医師が入居するための公営の住宅建設が計画さ

れたため (図 12)、 遺跡の状況を確認するための試掘調査を実施した。町道柴曲線建設に伴う発掘調査では縄文

時代早期の沈線文系土器群が出土している (信濃町教育委員会,2004a)こ とから、今回の住宅建設地まで遺跡

が広がっていることが予想された。 2ケ 所の試掘 トレンチで遺物包含層が確認できたため、拡張して遺物の分布

状況を調査した。調査は4月 25日 ～ 5月 7日 の間に、 6日 間実施した。

I赤黒土(Hue10Rl.7/1)

臓 し、しまりなし

褐色土鰤ueloYR4/6)の 相が全体に混ざる

[洲牡 ]

Ⅱ岬印色■KHue7.9百 2/1)

睡 し、しまりあり

褐色■lHue10YR4/0の 粒が全体に混ざる

(Iよりも多い)

[客土]

Ⅲ榊 ue10Rl.7/1)

臓 し、しまりあり

褐色土鰊ue10YR4/③ の粒を少量含む

[柏原黒色火山灰層]

Ⅳ赤黒土(Hue10Rl.7/1)

臓 し、しまりあり

[柏原黒色火山灰層]

※縄文早期遺物包含層

V日割働色■lHueloYR3/3)

粘し り、しまりあり
[モヤ]

Ⅵ黄褐色■lHue10YR5/③

雅潤表
"、

しまりあり

[上 Ⅱ]

0      8

図14 東裏遺跡 (2007医 師住宅地点)の調査範囲と土層
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C.調査の方法

建物の建設予定地は町道よりも一段高 く、 lm以 上上がっていた。また、 2枚の畑にまたがっていて、中央

部には段差がつけられていて、土手状になっていた。町道に面して車庫を建設する計画で、その範囲は町道と同

じ高さまで土地を削平し、造成するということであった。車庫建設部分にはTP-1～ 4の試掘 トレンチを設け、

住宅建設予定地については、基礎工事のタト周の四隅とその中間地点に¶卜 5～ 11の 7ヶ所の試掘 トレンチを設定

した (図 14)。 試掘 トレンチは1。 5× 0。 8mで、すべて手掘 りにより発掘を実施した。TP-3と 4か ら縄文土器が

複数出土したことから、拡張し、遺物の分布がほぼ確認できたところで終了した。

D菫 調査の結果

a.層序

現地は2枚の畑の間に段差はあるが、それぞれの畑は平坦であった。この畑地は試掘調査で各 トレンチの土層

や°4‐キ

動騨/
螺化
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鮨41
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留
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図15 東裏遺跡 (2007医 師住宅地点)の遺物分布
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表 5 東裏遺跡 (2007医 師住宅地点)縄文土器の観察表

図
番
号

レ

チ

ト

ン

」
捌

目
「

遺
番

遺物名 部位 層 準
標高
(m)

文  様 調 整 含有物
繊
維
痕

色 調 縦
隧
＜ｍｍ＞

摘要

内面 外 面

44 縄文土器 口縁 Ⅳ 下 666.523
横位沈線、日縁部に押し
引いた工具の圧痕

ナデ qt、 ho、 自、赤、ガヽレキ ○ 褐 里
小

6-9

縄文土器 Ⅳ 中 666.563
横位沈線間に連続した斜
行沈線

ナ デ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ にぶい褐 黒褐

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666.553
横位沈線間に連続した斜
行沈線

ナ デ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ 褐 黒褐

TP-3
縄文土器

Ⅳ 中 666。 733 縦位沈線間に連続した斜
行沈線

ナデ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ 灰 褐 黒褐
43 Ⅳ 中 666。 753

27 縄文土器 Ⅳ 中 666.873
横位・斜位沈線上に中空
の円形工具による刺突痕

ナデ qt、 ho、 自、赤 ○ 灰褐 にぶい褐

TP-3 縄文土器 口縁 Ⅳ 中 666.853
横位・斜位の細沈線、一
部交差。口縁部に連続し
た工具の刺突痕

ナ デ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ 灰黄褐 にぶい褐

23 縄文土器 口縁 Ⅳ 中 666。 913
横位・斜位の細沈線、一
部交差。口唇部に連続し
た工具の刺突痕

ナデ qt、 ho、 自、赤 ○ 褐灰 黒褐

TP-3
縄文土器

Ⅳ 中 666。 903 横位・斜位の細沈線、一
部交差

ナ デ qt、 ho、 自、赤 ○ 褐灰 黒褐
TP-3 Ⅳ 中 666.863

TP-10 縄文土器 Ⅲ 中 666.963 斜位細沈線 ナ デ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ にぶい黄褐 にぶい褐

縄文土器 Ⅳ 中 666。 713
横位・斜位の細沈線、工
具による刺突・押し引き痕

ナデ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ 赤褐 暗褐
角閃石が多く、繊
維痕が少ない

縄文土器 Ⅳ 中 666。 753 斜位の細沈線、一部交差 ナデ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ にぶい赤褐 黒褐 6-8 角閃石が多く、繊
維痕が少ない

1 縄文土器 Ⅳ 中 666。 793 斜位の細沈線 ナデ qt、 ho、 自、赤、小レキ ○ 暗褐 黒褐 7-9 角閃石が多く、繊
維痕が少ない

縄文土器 Ⅳ 中 666.833 縄文単節RL ナ デ qt、 白、赤、イヽレキ ○ 暗褐 赤褐 角閃石を含まない

縄文土器 Ⅳ 中 666.833 縄文単節RL? ナデ qt、 自、赤、小レキ ○ にぶい黄橙 橙 角閃石を含まない

1 縄文土器 Ⅳ 中 666。 843 縄文単節RL ナデ qt、 自、赤、小レキ ○ にぶい黄橙 橙 角閃石を含まない

縄文土器 底 Ⅳ 中 666。 843
乳房状の尖底。工具によ
る刺突痕

ナ デ qt、 自、赤、ガヽレキ ○ 黒褐 にぶい黄橙 5-9 角閃石を含まない

表 6 東裏遺跡 (2007医 師住宅地点)石器の観察表

図
器

トレンチ
遺物
番号

遺物名 石材 層準
標高
(m)

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

整
０

特徴

TP-4 剥 片 Tu Ⅳ 中 666。 833 4。 7 4.3 15。 5

複剥離面打面を力日撃して剥離さ
れた剥片で、剥離角は100度。
末端部は折れている。剥片剥離
後に二つに割れている。

TP-5 特殊磨石 And Ⅳ 667.053 4.8 4.2 4.8 107。 8

上部に平坦な磨り面が残るた
め、特殊磨石の一部と思われ
る。

を観察することにより、傾斜地を平坦に造成してつ くられたことが判明した。南西から北東側へ下る傾斜地の南

西側を削平 し、その土を北東側へ客土して造成していることがわかった。

I層は耕作土で畑地全体に広がる (図 14)。 Ⅱ層が客土で、町道に面 した側が最も厚 くなっている。Ⅲ層 とⅣ

層はこの地域に自然に堆積 した黒ボク土で、野尻湖人類考古グループ (1994)の [柏原黒色火山灰層]に相当す

る。縄文土器等の遺物はⅣ層から出土 した。V層 は暗褐色土で [モ ヤ]に相当し、Ⅵ層は黄褐色土で、 [上 Ⅱ]

に相当する。柱状図を見ると (図 14)、 住宅建設予定地では南西側のTP-7で、耕作土の下位にⅥ層が見 られる

ことから、大きく削平されていることがわかる。遺物包含層であるⅣ層は町道側で厚 く残っている8

b.出土遺物の概要

遺物は68点出土 した (表 7)。 内訳は縄文土器が48点、土師器14点、陶器 2点、剥片 1点、特殊磨石 1点、砥

石 1点、礫 1点である。出土地点では、TP-1か ら砥石 と陶器が出土、TP-3か ら縄文土器40点、土師器 5点、

礫 1点が出土、TP-4か ら縄文土器が 6点、剥片 1点が出土、TP-5か ら土師器が 4点、特殊磨石が 1点出土、

TP-7か らは土師器 2点、陶器 1点が出土、TP-10か ら縄文土器 1点、土師器 3点が出土、TP-11か ら縄文土器

1点が出土、という状況である。土師器はすべてIま たはⅡ層からの出土で、本来の遺物包含層は残されていな

い。また、小片のために図化できず、時期の特定も困難である。

c口 遺物の分布

縄文土器の遺物包含層と確認されたⅣ層で複数の遺物が出土したTP-3と 4は徐々に拡張しながら、遺物の分

布状況を確認した。縄文時代の遺物のみの分布を図に示した (図 15)。 出土層準はⅡ層が2点、Ⅲ層が 2点で、
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表 7 東裏遺跡 (2007医 師住宅地点)の全遺物リスト

図

番
号

レ

チ

ト

ン

遺

物

番

号

遺物名 層準
標高
(m)

接  合

1 砥 石 Ⅱ 中 666。 783

陶器 Ⅱ 中 666.853

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666.593

縄文土器 Ⅳ 中 666.703

1 縄文土器 Ⅳ 中 666。 713

縄文土器 Ⅳ 上 666。 773

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666。 733 TP3-43

縄文土器 Ⅳ 中 666。 833

縄文土器 Ⅳ 中 666。 793

縄文土器 Ⅳ 中 666.753

縄文土器 Ⅳ 中 666.643

TP-3 縄文土器 Ⅳ 下 666。 823

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666。 773

TP-3 1 縄文土器 Ⅳ 中 666.833

TP-3 1 縄文土器 Ⅳ 中 666.803

TP-3 1 縄文土器 Ⅳ 中 666。 853

縄文土器 Ⅳ 中 666。 823

縄文土器 Ⅳ 中 666.883

縄文土器 Ⅳ 上 666。 923

1 土師器 Ⅱ 下 667.093

1 縄文土器 Ⅱ 上 667.233

TP-3 縄文土器 Ⅲ 中 667.033

縄文土器 Ⅳ 中 666.903

図
番

号

レ

チ

ト

ン

遺
物
番
号

遺物名 層準 肺
０

接  合

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666.903

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666。 913

土師器 Ⅱ 下 667.103

TP-3 土師器 Ⅱ 下 667.093

TP-3 土師器 Ⅱ 下 666.853

縄文土器 Ⅳ 中 666.873

縄文土器 Ⅳ 中 666.883

縄文土器 Ⅳ 中 666.873

TP-3 縄文土器 Ⅳ 中 666。 893

TP-3 礫 Ⅳ 中 666.693

土師器 Ⅱ 中 667.033

縄文土器 Ⅳ 中 666.553

縄文土器 Ⅳ 中 666.563

TP-3 縄文土器 Ⅱ 中 667.173

縄文土器 Ⅳ 中 666。 893

TP-3 縄文土器 Ⅳ 下 666.793

縄文土器 Ⅳ 上 666.963

縄文土器 Ⅳ 中 666。 903

縄文土器 Ⅳ 中 666.843

縄文土器 Ⅳ 中 666。 903 TP3-45

縄文土器 Ⅳ 中 666。 893

縄文土器 Ⅳ 中 666。 753 TP3-5

縄文土器 Ⅳ 下 666.523

図
番

号

レ

チ

ト

ン

遺

物

番
号

遺物名 層準
標高
(m)

接  合

縄文土器 Ⅳ 中 666.863 TP3-41

TP-3 縄文土器 Ⅳ 下 666。 813

縄文土器 Ⅳ 中 666.843

縄文土器 Ⅳ 中 666。 903

TP-4 縄文土器 Ⅳ 中 666.823

剥片 Ⅳ 中 666.833

縄文土器 Ⅳ 中 666.803

縄文土器 Ⅳ 中 666。 793

縄文土器 Ⅳ 中 666.833

TP-5 1 土師器 667.473

TP-5 土師器 667.463

TP-5 土師器 667.463

TP-5 土師器 667.403

特殊磨石 Ⅳ 667.053

土師器 I上 667.893

TP-7 陶器 I上 667.923

土師器 I中 667.833

TP-10 1 土師器 Ⅱ 下 667.073

TP-10 土師器 Ⅱ 中 667.153

TP-10 土師器 Ⅱ 中 666。 163

TP-10 縄文土器 Ⅲ 中 666。 963

TP-11 縄文土器 Ⅳ 中 666。 973

44点がⅣ層から出土しており、層準中のまとまりが見られることから、遺物が上下の層に拡散していないと考え

られる。TP-3の遺物分布を見ると遺物の密度はあまり高くなく、東西方向に帯状に分布しているように見える。

これは西から東の方へ緩やかに下がる傾斜した地形の影響によって遺物が平面的に若干拡散した様子と考えられ

る。遺物の分布からは遺構の存在を推定することはできず、ここで遺構と認定できるものは検出できなかった。

d.出土遺物

縄文土器16点、剥片 1点、特殊磨石 1点を図化した (図 16)。 また各遺物のデータと特徴を示した (表 5、 6)。

図化した縄文土器にはすべてに繊維痕が見られた。図16の 1～ 5は沈線が施文された土器で、表面の色が黒褐色

を呈している。 1は口縁部で、横位の沈線の上に押し引いた工具の圧痕が施文されている。 2、 3は横位の二本

の沈線の間に、また、 4は縦位の沈線間にそれぞれ連続した斜行沈線が施文されている。 5は中空の円形の工具

による刺突が沈線の上から施文されている。 6～ 12は細沈線が施文された土器である。 6～ 8は他と比して器壁

が薄手で、内面の色が灰褐色系を呈する。 6、 7は口縁部で、日唇部に工具による連続した刺突痕が施文されて

いる。10か ら12は他と比して厚手で、内面の色が赤褐色系を呈する。表面の風化が進行している。胎土に角閃石

を多く含み、繊維痕は少ない。沈線の一部交差が見られる。10に は工具による刺突、押し引き痕が見られる。13

～15は部分的に縄文が施文された土器で、他と比して器壁がやや厚い。縄文は不明瞭で、原体の判断が難しい。

土器表面の色は橙色系で、胎土には角閃石の混入が見られない。16は尖底の底部で乳房状を呈する。尖底部の先

端は発掘時に削りとられ、形状は不明である。17は凝灰岩製の剥片で、二つに割れた状態で、隣り合って出土し

た。18は特殊磨石の一部で、平坦な磨り面がある。

E.ま とめ

今回の調査地に隣接して町道柴山線地点の発掘調査が実施されている (信濃町教育委員会,2004a)。 今回出土

した遺物は、先に調査された遺跡の続きであり、同じ土器群と考えられることから、縄文時代早期の沈線文系土

器に位置づけられるものである。信濃町ではこの時期の遺跡の調査例が増えたことにより、分類がおこなわれて

いる (信濃町教育委員会,2004b)。 これに当てはめれば、 2類の c種とe種に該当する。

今回の調査によって、町道柴山線よりも西側での遺跡の広がりを捉えることができ、また、沈線文系土器の資

料を増やすことができた点が成果と言えよう。

13.吹野原 B遺跡

A口 概要

所在地     信濃町大字古間1461-20
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原因      個人住宅建設

調査方法    工事立会

調査面積    445ゴ (工事面積)

調査期間    未着工

出土遺物点数   ―

B.遺跡の環境と調査に至る経緯

吹野原 B遺跡は鍋山から北東の方向へ下ってい

く丘陵の先端に位置し、北側に鳥居川を望む。旧石

器時代と平安時代の遺跡とされている (信濃町教育

委員会,2003)が、これまでに発掘調査はおこなわ

れておらず、遺跡の詳細は不明である。

この吹野原 B遺跡内で個人住宅の建設が計画さ

れたが (図 17)、 この土地はかつて県営の集合住宅

が建っていた場所で、その建物の撤去等によって大

きく改変され、遺跡が残されていない可能性が高い

と判断されたため、工事立会をおこなうことにした。

しかし、事業主の都合により、未着工のままとなっ

ている。

14.吹野原 B遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

信濃町大字古間1461-17

個人住宅建設

工事立会

182ゴ (工事面積)

平成19年 10月 10日

出土遺物点数  0点
B口 調査に至る経緯と調査結果

13の 吹野原 B遺跡 と同様 に、かつて県営の集合

住宅が建っていた場所に個人住宅建設が計画された

が (図 17)、 その建物の撤去等によって大 きく改変され、遺跡が残されていない可能性が高いと判断されたため、

工事立会をおこなうことにし、状況の確認をおこなって終了した。

15.一里塚遺跡

A.概要

所在地     信濃町大字古間字一里塚986-2

原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

工事立会

298ピ (工事面積)

平成19年 4月 20日

出土遺物点数  0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

一里塚遺跡は鳥居川の南の台地上に位置する。近くには北国街道の古間一里塚跡がある。一里塚遺跡内では近

年いくつかの個人住宅建設に伴う調査が実施されている。1995年 (信濃町教育委員会,1996)、 2001年 (信濃町

教育委員会,2002a)、 2006年 (信濃町教育委員会,2007a)に 小規模な調査がおこなわれ、古代、中世の遺物が

出土している。遺構は検出されていない。

この一里塚遺跡内で個人住宅の建設が計画された (図 18)。 計画は既存の建物を解体した後、ほぼ同じ位置に

建設するというものであった。既存建物の基礎工事及びその撤去によって大きく改変され、遺跡が残されていな

い可能性が高いと判断されたため、工事立会とし、状況の確認をおこなって終了した。

図17 吹野原 B遺跡の範囲と調査地の位置

図18 -里塚遺跡の範囲と調査地の位置

―-18-一



16.小古間遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

信濃町大字古間1300-1ほ か

公道整備

工事立会

581ゴ (工事面積)

平成19年10月 26日

17.大道下遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

(2007工 場 0店舗地点 )

信濃町大字穂波1967-1

工場・店舗建設

試掘調査

29ゴ

平成19年 5月 23日 ～ 6

月 4日

出土遺物点数 156点

B.遺跡の環境と調査に至る経緯

大道下遺跡は落影の集落の北にあり、

鍋山から北西側へ緩やかに下る丘陵地の

斜面に位置する。遺跡の中央には旧北国

街道で、現在の国道18号線が通る。遺跡

の時代は旧石器時代、縄文時代、平安時

代 とされている (信 濃町教育委員会 ,

2003)。 遺跡内ではこれまでに 4回 の発

掘調査及び試掘調査が実施 されている

(図 20)。 1989年 には町道の建設に伴う発

掘調査により縄文時代早期の遺物が多数

出土 している (信 濃町教育委員会,

1994)。 1990年 にはコンクリー トエ場の

建設に先立ち試掘調査がおこなわれ、

1991年には畑地の埋め立て事業に伴い発

掘調査が実施されている (いずれも未報

告)。 1996年 には埋め立て事業に伴い試

掘調査が実施され、縄文時代早期の遺物

が多数得られている (信濃町教育委員会 ,

1997)。

今回、株式会社長野クボタ信濃町支店

において、店舗と整備工場を既存の建物

の北倶|へ建設するという計画があり、遺
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図20 大道下遺跡の範囲と調査地の位置
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― ― _上 ___

出土遺物点数  0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

小古間遺跡は小古間の集落の、北東側の台地上に

位置する。平安時代の遺跡となっている (信濃町教

育委員会,2003)が、これまでに発掘調査がおこな

われたことはなく、遺跡の詳細は不明である。

この小古間遺跡内の畑地で道路整備が計画された

(図 19)。 道路整備 は畑地の中を通 る農道 を約 lm
図19 小古間遺跡の範囲と調査地の位置

拡幅するというもので、舗装はおこなわず、砕石を表面に敷くというものであった。掘削する箇所は少なく、ま

た、掘削の範囲が狭いため、発掘調査は困難と判断され、工事立会として、状況の確認をおこなって終了した。
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晏

ョ

・柱状図記載位置

TP-8

m

I:黒褐色土(Hue5YR2/2)と

褐色土(Hue10YR4/6)が 混ぎる

[客土]

Ⅱ:黒褐色土(Hue5YR2/1)

褐色上の土が全体に混ざる

[耕作土]

Ⅲ :黒褐色土(Hue7.5YR3/2)

粘性なし、しまりあり

[モヤ上部 ]

Ⅳ :明 褐色土(Hue7.5YR5/6)

粘性あり、しまりあり

[モヤ下部]

V:明褐色土(Hue7.5YR5/8)

粘性あり、しまりあり
[上 Ⅱ]

Ⅵ :褐色土(Hue7.5YR4/6)

粘性あり、しまりあり

[上Ⅱ最下部]

Ⅶ :褐色土(Hue7.5YR4/6)

粘性あり、しまりあり、Ⅵより硬い

赤褐色スコリア、青灰色岩片が少量散る

熙 色桐

Ⅷ :黒色土(Hue10YRl.7/1)

粘性なし、しまりあり

[柏 原黒色火山灰層]

OCm     _

図21 大道下遺跡の調査範囲と土層
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跡の保護について協議をおこなった。開発予定地の現状は砂利敷きの駐車場兼資材置場となっており、平坦に整

地されていた。整地前は畑地であり、整地にあたっては、ほとんど削平等はおこなわず、畑の上に砕石を入れた

のみということであった。そのため、遺跡の状況を確認するために試掘調査を実施した。試掘 トレンチの 1ケ 所

で遺物が複数出土し、遺物の分布範囲が広がることが予想されたため、 トレンチを拡張して発掘範囲を広げ、遺

物の分布がほぼおさえられたところで終了した。

C.調査の方法

計画された建物の基礎工事部分に試掘 トレンチを設定した。建物の外周の四隅とその中間に当たる地点に、

1.5× 0。 8mの試掘 トレンチを設定した。10ケ 所設定し、北側からTP-1～TP-10と した。TP-8で ローム層中か

ら石器が出土したため拡張し、18。 4ゴ を調査して終了した。試掘 トレンチはすべて手掘 りで掘削したが、TP-8

の拡張部分については事業主の協力を得て、表面の砕石のみを重機によって除去した。

調査は 5月 23日 ～ 6月 4日 の間に、 9日 間実施した。

D.調査の結果

a.層序

調査地点の層序は野尻湖周辺の丘陵で通常確認

できる層序と基本的には一致するが、野尻湖付近

に比べて厚さや色に若干の違いが見られた。調査

の範囲と土層の柱状図は図21に示した。上面は全

体に砕石が入れられており、厚いところで30cm

弱の厚さであった。現状の地表面は水平ではなく、

南西方向へ緩やかに下るように傾斜 していた。 I

層は客土で、南側の一部をのぞいて、全体に分布

している。ゴミが含まれていて、造成時に入れら

れたものと思われる。Ⅱ層は耕作土と思われ、褐

色土が全体に混入 している。Ⅷ層の黒色土が縄文

時代以降に堆積 した柏原黒色火山灰層と思われる

が、TP-1、 TP-8-1、 TP-8-2の 3ケ 所 で 確

認できるのみである。開発予定地の西側ではⅧ層

が残されているが、開発予定地内ではほとんど残

されていないことがわかる。このことから、ここ

に砕石を入れた段階ではなく、畑にする段階でⅧ

層の黒色土を削平 したものと考えられる。よって、

縄文時代や平安時代の遺物包含層はその時点で除

去されたものと思われ、TP-1～ 6か ら出土した

土師器などは除去 した黒色土から混入したものと

考えられる。野尻湖人類考古グルー

プ (1994)の 層序区分に従えば、Ⅲ

層はモヤ上部、Ⅳ層はモヤ下部に対

比される。Ⅲ、Ⅳ層はともに東側で

の分布が認められず、畑の造成時に

削平されたものと思われる。V層は

上部野尻ローム層 [上 Ⅱ]に対比さ

れるが、色などの違いが見出せず、

細分できなかった。この層準はほぼ

全体で確認された。Ⅵ層は上Ⅱ最下

部、Ⅶ層は黒色帯と対比されるが、

いずれも野尻湖周辺に比べて色が明

るい印象である。またⅦ層からは下

位の地層に含まれる赤褐色スコリア

などが混入する。他の遺跡の例から、

広域火山灰 ATの 降灰はⅥ層中と考

0              2m

図23 大道下遺跡 TP-8の遺物分布
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m                                l

図22 大道下遺跡の遺物分布 (凡例は図23～ 27に 共通する)
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図25 石材別の遺物分布
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o               2m

図26 石材別の遺物分布 (凝灰質頁岩)

図27 石材別の遺物分布 (無斑品質安山岩)
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表 8 大道下遺跡 剥片石器の石材別点数

石材 Ch 丁u 丁S An 合計

点数 55 40.1% 55 40.1% 10。 3% 137

重量 (g) 604.9 46.7% 531。 2 41。 0% 79。 3 1296。 4

1点の

平均重量
11。 0 9。 7 5。 8

表 9 大道下遺跡 剥片石器の石材別石器器種

石材
快入
石器

石核 石 刃 剥 片 砕 片 合 計

Ch 46 55

丁u 55

丁S

An

合 計 120 137

比率(%) 0。 7 0。 7 87。 6 100

図
番
号

母 岩
遺物番号

出土層準

15 An-1
44 45

V上 V中

TS-1
22 143

Ⅲ 中 Ⅶ 中

Tu-5
57 62

V中 V上

TS-1
109

Ⅳ 上 Ⅵ 中

Ch-1
30 94

Ⅳ 下 Ⅵ 上

20 Ch-1
80 89

V上 V中

Ch-1
42 46

V下 Ⅵ 中

22 Ch-3
25 69 70

V中 Ⅲ 下 V上

23 Ch-1
27 92

V中 V下

表10 大道下遺跡 石器の接合リス ト

表11 大道下遺跡 石器の層準別点数と割合

Ⅷ 層 Ⅲ層 Ⅳ 層 V層 Ⅵ 層 Ⅷ 層
合計

Ⅷ 下 Ⅲ 上 Ⅲ中 Ⅲ 下 Ⅳ 上 Ⅳ中 Ⅳ 下 V上 V中 V下 Ⅵ 上 Ⅵ中 Ⅵ 下 Ⅶ 上 Ⅷ 中

点数 (層準細分別)単位 :点 139

比率 (層準細分別)単位:% 0。 7 5.0 2.2 5.0 8。 6 10。8 13.7 8。 6 3.6 9。 4 6。 5

点数(層準別)単位 :点 46 22 139

比率 (層準別)単位:% 0。 7 7。 2 15。 0 33。 1 26。 6 15。 9

えられる。Ⅱ層からは土師器と陶磁器が出土し、Ⅲ～Ⅶ層からは石器や礫が出土している。

b.出土遺物の概要

出土した遺物の総点数は156点 で、内訳は土師器 7点、陶磁器 3点、砥石 1点、石器139点 、石片 1点、礫 5点

である。石片とは粗粒な安山岩の小破片で、石器とは考え難いが、ローム層中に包含されているため人為的に持

ち込まれた可能性もあると考え、参考資料としてとり上げたものである。全遺物のデータは表14～ 16に示した。

出土層準を記録する際、それぞれの層準中を上中下に細分して記録した。これは色などの違いによって分けたも

のではなく、相対的な位置の記録である。最も遺物が多く出土している層準はV層 の中部であるが、概ねV層上

部からⅥ層中部までの間に遺物が集中する傾向がある (表 11)。 ただし後で述べるが、出土層準が大きく異なる

遺物の接合資料が多数存在することから、堆積過程または堆積後において大きく移動している状況がうかがえる。

剥片石器の石材は点数が多い順にチャート、凝灰岩、凝灰質頁岩、無斑品質安山岩の4種類である (表 8)。

黒曜石が含まれていないことはこの地域の旧石器時代遺跡としては珍しく、特徴と言えよう。接合資料が17点 あ

るが、その内、チャートが 7点、凝灰岩が 5点 を占めており、重量の大きな石核に剥片が接合する例があり、石

核の割合が高いために遺物の平均重量も大きくなっている。母岩別分類は肉眼により、表面の状況と色を観察し

図
番
号

母岩
遺物番号

出土層準

24 Tu-5 65 113

V上 V上

25 Tu-5
39 90 112

Ⅳ 中 Ⅵ 中 Ⅵ 上 Ⅵ 上

26 TS-1
20 86 138

Ⅲ上 Ⅶ 上 Ⅶ 上

27 TS-1
95

Ⅵ 上 Ⅶ 上

28 Tu-3 55 139

V上 Ⅵ 中

29 Tu-5
72 93 97

V中 Ⅵ 上 V下 V下

30 Ch-2
74 130 133

V上 V下 Ⅶ 中 Ⅶ 上

Ch-2
52 84 100 101

V中 V下 Ⅶ 上 Ⅶ 上
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ておこなった。分類の方法は図28に示した。これによリチヤートは3分類、凝灰岩は6分類、無斑晶質安山岩は

2分類し、凝灰質頁岩は 1種類のみとした。チャートは黒っぼく、節理が多くて質が良くない印象で、この地域

でよく用いられる赤色や青色系のものではない点も特徴として挙げることができる。

石器組成では、製品 (ト ウール)が 1点のみで、石核が 8点、石刃・剥片が121点 、砕片が 7点である (表 9)。

礫は 5点が出土した。そのデータを示した (表 16)。 この属性についての説明は、大久保南遺跡の記述を参照

されたい。礫はすべて小形で、これらは礫群を構成する焼け礫ではない。

c.遺物の分布

土師器はTP-1、 4、 6、 8か ら出土し、陶磁器はTP-5、 8、 砥石はTP-1か ら出土した。遺物番号TP-8

-23はⅧ層から出土したが、それ以外はIま たはⅡ層から出土しており、いわゆる撹乱層からの出土ということ

になる。先にも述べたが、本来の遺物包含層であるⅧ層はすでに削平されていると考えられることから、これら

の遺物が出土したトレンチについてはこれ以上拡張する必要はないと判断した。

石器類はTP-8か らのみ出土した。遺物はⅧ層と、Ⅲ層からⅦ層まで出土しているが、上層と下層の石器が接

合する例がいくつかあることや、上層と下層の石器に、使われている石材の違いが見られないことなどから、こ

こから出土した石器類はすべて同時期のものと判断した。石器の分布は図23に示した。TP-8の調査範囲の北東

側、北西側で遺物の分布が稀薄となっていること、及び、TP-10か ら遺物が出土していないことから、北側の遺

物の分布はほぼこのあたりまでと考えられる。なお、東側は建物があるためこれ以上拡張はできず、南側は開発

範囲の境界までとしたためこれ以上拡張しなかった。

石材別に遺物の分布を見ると、チヤー トと凝灰岩の石器が同じような範囲で分布しており (図 24、 25)、 とも

に2～ 3m間の接合例がある。凝灰質頁岩は調査区内全体に散漫に分布しているが、接合する割合が高く、ま

た、図番号26が 3。 6mの距離間で接合しているなど、比較的遠距離での接合が見られる (図 26)。 無斑晶質安山

岩は東西方向に帯状の分布が見られる (図 27)。

接合資料では異なる層準から出土した資料の接合が目立つ。接合資料について、各遺物の出土層準を示した

(表10)が、Ⅲ層とⅦ層の遺物が接合する例が 2例あるなど、遺物の移動が大きいことがわかる。現場での地層

の観察では、地層の大きな乱れは確認できなかった。

層準別で石器の出土点数を見ると、V層 が33。 1%、 Ⅵ層が26.6%、 Ⅶ層が15。 9%の順である (表11)。 さらに

各層を相対的に上部、中部、下部に分けて細分してその割合を見たところ、V層 中部 (V中 と表記、以下同じ)

が13。 7%と 最も高いが、それほど大きな差はなく、Ⅳ下～Ⅶ上までが高い割合を示している。この状況から、層

準と出土点数の関係で本来の生活面を決めることは困難である。

d口 出土遺物

33点 を図化し (図 29～ 38)、 各遺物のデータと特徴を示した (表 12、 13)。 図番号 1～ 14、 32、 33は単品の石器

で、15～ 31ま での17点 は接合資料である。よって図に示したのは出土した石器139点 の内、60点 である。図29～

38では、遺物に 1か らの通し番号を図番号として付け、その下に遺物名の略号、石材名の略号、出土層準、遺物

番号の順に記述した。

緑
　
　
灰
　
　
黒

石
器
表
面
の
色

【チャート(Ch)】

色

　

　

色

黄
　
　
灰
　
　
白

石
器
表
面
の
色

粗粒
石器表面の状況

糸田粒

【凝灰岩(Tu)】

灰
　
　
茶
　
　
黒

石
器
表
面
の
色

粗粒    細粒
石器表面の状況

【無斑品質安山岩(An)】

石材名
略号

番  号

チャート Ch 暗灰 (N3/) ,こ (N4/) 緑灰 (7。 5GY5/1)

凝灰岩 Tu 灰黄 (2。 5Y7/2) 灰 白 (5Y8/2) 灰 白 (2.5Y8/2) 灰白 (5Y8/1) 灰 (7.5Y6/1) 灰 (N6/)

凝灰質頁岩 TS 灰 (N4/)

無斑品質安山岩 An 黒褐 (2。 5Y3/2) 黄灰 (2.5Y5/1)

図28 母岩別分類の方法
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図29 大道下遺跡の主な出土遺物 (1)(石刃,剥片,石核 )
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接合模式図

16
Fl,TS,Ⅲ 中OⅦ中
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15
NS,An,V上・V中
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A
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A
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図30 大道下遺跡の主な出土遺物
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図31 大道下遺跡の主な出土遺物 (3)緑J片 )
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図32 大道下遺跡の主な出土遺物 (4)緑J片 )
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図35 大道下遺跡の主な出土遺物 (7)(石核 )
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図37 大道下遺跡の主な出土遺物 (9)(石核 )
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GS,An,Ⅲ 上

21
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図38 大道下遺跡の主な出土遺物 (10)(敲石,磨石)

表12 大道下遺跡 主な石器の観察表 (1)

図
番
号

ト
レ
ン
チ

勘
器
Ａ

遺物
番号
B
勘
器
ｃ

遺物
番号
D

遺物名 榊
の
勝

石材 層準 石器の特徴

TP8 稜付き石刃 Tu V下
複剥離面打面を加撃して剥離された稜付き石刃。背面にはこの石刃の剥離

方向に直交する方向の剥離痕によリトサカ状の稜がつくられている。剥離角

は103度。

TP8 剥片 Tu V中 単剥離面打面を加撃して剥離された縦長の剥片で、末端部に自然面を残

す。剥離角は120度。側面に折断がみられる。

TP8 剥片 Tu Ⅶ 上
単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片で、末端部が蝶番剥離と

なつている。剥離角は92度。

TP8 剥片 Tu Ⅲ 下
単剥離面打面を加撃して剥離された縦長の剥片。剥離角は107度。背面に

自然面を多く残す。

TP8 剥片 Tu Ⅵ 下
単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片で、末端部が蝶番剥離と

なっている。剥離角は100度。

TP8 剥片 Tu Ⅶ 中
単剥離面打面を加撃して剥離された剥片で、背面に自然面を多く残す。剥

離角は131度。

TP8 剥片 Tu Ⅳ 下
単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片で、末端部が蝶番剥離と

なっている。剥離角は135度。背面はすべて自然面で、母岩は円礫。

TP8 剥片 Tu Ⅵ 下 単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片。剥離角!ま
134度。

TP8 剥片 Tu Ⅲ 上
平坦な節理面を加撃して剥離された横長の剥片で、末端部に自然面を残

す。剥離角は105度。

1 TP8 剥片 Tu V上 単剥離面打面を加撃して剥離された横長の剥片で、末端部が蝶番剥離と

なつている。打面の背面側の縁辺に連続した微細な剥離痕がみられる。

TP8 剥片 Tu Ⅳ 下
単剥離面打面を加撃して剥離された横長の剥片で、バルヴが発達する。剥

離角は116度。側面に自然面を残す。

TP8 144 剥片 Ch Ⅶ 中
単剥離面打面を加撃して剥離された幅広の剥片で、剥離角は114度。打面

付近と側面に自然面を残す。

TP8 石核 Co Ch Ⅳ 下

小形で幅広の剥片を剥離した石核で、表裏面ともに上下からと90度打面を

変えた両側面からの剥離痕がみられる。剥離面を打面として表裏で交互に

剥離されている。

TP8 石核 Co Ch Ⅵ 上
自然面を多く残す石核で、自然面をカロ撃して小形の剥片を剥離している。

円礫が分割されたもので、剥片剥離があまり進行していない。
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表13 大道下遺跡 主な石器の観察表 (2)

図
番
号

ト
レ
ン
チ

勘
器
Ａ

遺物
番号
B

遺物
番号
C

遺物
番号
D

遺物名 極
の
勝

石材 層準 石器の特徴

TP8 44 快入石器 NS An V上・V中
複剥離面打面を加撃して剥離された横長の剥片の腹面側に2つ の快入部
がつくり出されている。剥片の剥離角は■0度。快入部の調整角はHO度と
108度である。2点は、約lm離れ、ともにV層中から出土した。

TP8 143 剥片 TS Ⅲ中・Ⅶ中
複剥離面打面を加撃して剥離された剥片が二分割された資料。水平距離
で1.5m離れ、深度の差が45cmり 、Ⅲ層とⅦ層から出土している。意図して
割つた可能性は低いと思われる。

TP8 剥片 Fl Tu V上・V中
背面全体が自然面の剥片Aと、側面に複数の剥離面をもつ剥片Bの接合資
料で、接合面は節理面であり、剥片剥離時に偶発的に割れた可能性があ
る。出土層準はほぼ同じで、2点間の距離は90cm。

TP8 109 剥片 Fl TS Ⅳ上・Ⅵ中
背面全体が自然面の剥片Aと幅広の剥片Bの接合資料。Aは打面が残つて
いないが、Bは単剥離面打面が残り、剥離角は95度。出土層準が異なり、2
点間の距離は3.2m。

TP8 剥片 Fl Ch Ⅳ下・Ⅵ上

自然面打面を加撃して得られた剥片が二分割され、それが接合したもの。
主要剥離面は一連の剥離面で、剥離時に偶発的に三分されたものと思わ
れる。Aの剥離角は126度。背面に自然面を多く残す。出土層準はⅣ層とⅥ
層で、2点間の距離は25cm。

TP8 剥片 Fl Ch V上・V中 側面に自然面を残す剥片が二分割されたものが接合した。出土層準はほぼ
同じであるが、2点間の距離は2.3m離れている。

TP8 剥片 Ch V下・Ⅵ中
横長の剥片Aに、背面全体に自然面を残す剥片Bの接合資料。打面は自
然面または節理面で、剥離角はA、 Bともに118度である。出土層準はV層 と
Ⅵ層で、2点間の距離は80cm。

TP8 剥片 Fl Ch
Ⅲ下・V
上・V中

小形の剥片Aと背面に自然面を残す縦長の剥片B、 Cの接合資料。Bはしの
字状剥片となっている。これらの母岩は鶏卵大程度の大きさと推定される。
出土層準はⅢ層とV層で、Aと Bの距離は1.5m。

TP8 剥片 Fl Ch V中・V下
側面に自然面を残す大形の剥片。打点部は不明瞭。背面に大形の剥片の
剥離痕が残る。2点の接合面は節理面であり、偶発的に割れた可能性があ
る。出土層準はともにV層で、2点間の距離は80cm。

TP8 剥片 Fl Tu V上

節理面を打面として剥離角98度で剥離された幅広の剥片Aと、線打面で、
剥離角98度で剥離された幅広の剥片Bの接合資料。背面にともに自然面を
残している。2点は同じ面を打面とする。出土層準はともにV層 で、2点間の

距離は20cm。

TP8 剥片 Fl Tu Ⅳ中・Ⅵ上

剥片4点の接合資料。Aと Bは節理面で接合しており、偶発的に割れた可能
性がある。Aと Bを合わせた剥片は単剥離面打面を加撃、剥離角は125度。
背面に節理面を残す。Cは小形の剥片で、打点部は不明瞭。Dは複剥離面
打面を加撃、剥離角は99度。大形の剥片(A+B)を剥離した後、目的的剥片
の剥離をおこなつたと思われる。出土層準はⅣ層とⅥ層で、Cと Dの距離は
2m。

TP8 剥片 Fl TS Ⅲ上・Ⅶ上
幅広の剥片A、 Bと砕片Cとの接合資料。砕片は節理面で割れている。Aと B
の剥離方向は反対方向で、剥離角はAが98度、Bが91度。出土層準はAが
Ⅲ層、B、 CがⅦ層で、Aと B間の距離は3.7m。

TP8 剥片 TS Ⅵ上・Ⅶ上

横長の剥片Aと背面に自然面を多く残す幅広の剥片Bとの接合資料。複剥
離面打面を加撃して剥離角90度でAが剥離され、そのネガティブな剥離面
を打面としてBが剥離されている。剥離角は108度。出土層準はⅥ層とⅦ層
で、2′点間の距離は1.5m。

TP8 石核 Co Tu V上・Ⅵ中
幅広の剥片が剥離された石核で、打面部は小形の剥片剥離によつてつくり
出されている。剥片の剥離角は131度。2点は剥片剥離後に割れている。出
土層準はV層とⅥ層で、2点間の距離は1。 9m。

TP8 石核 Co Tu
V中・V
下・Ⅵ上

Aと CとDが接合して石核をなしており、これに剥片Bが接合する。自然面や
節理面が多くA、 C、 Dの接合面は節理面で、偶発的に割れた可能性があ
る。Bの縦長剥片は打面部が欠損する。出土層準はV、 Ⅵ層で、Aと B間の

距離は1.5m。

TP8 石核 Co Ch

V上・V
下・Ⅶ中・

Ⅶ上

Cの石核に3点の剥片が接合する資料。単剥離面打面を加撃して、背面全
体に自然面を残す剥片Aを剥離角101度で剥離している。Bは節理で割れ
ており、偶発的に割れた可能性がある。層準はV、 Ⅶ層で、CとD間の距離
は70cm。

TP8 石核 Co Ch
V中・V
下・Ⅶ上

CとDの石核が節理面で接合し、Aと Bの剥片が接合する。Bの剥片剥離のの
ち、その剥離面を打面として剥片剥離がおこなわれている。石核からは、打
面を固定して、小形の剥片を連続して剥離する技術がみられる。裏面に自
然面を残す。出土層準はV、 Ⅶ層で、Aと D間の距離は3m。

TP8 敲 石 Ha Ⅶ 上 扁平な円礫で、突き出た部分の先端付近に弱いつぶれがみられる。

TP8 磨石 GS And Ⅲ 上 楕円形の円礫で、磨り面は明瞭ではないものの、形態等から磨石とした。
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図
番
号

遺

番
遺物名 石材 母 岩 地 層 柿

０
黙
＜ｃｍ＞

幅

ｃｍ
隧
＜ｃｍ＞

墜
０

接 合

剥片 上

剥片 上

剥 片 上

剥 片 上

剥片 中

剥片 下

剥片

剥片 上

剥片

剥片 下

剥片 下

剥片

剥片 下

剥 片

剥片 上

剥 片 上

剥片

剥片 上

磨石 上

剥片

剥 片

剥 片

剥 片

剥片

砕 片 下

砕 片

剥 片 下

剥片

剥片 下

剥片

剥片

剥片

剥 片 下

剥 片

剥片 上

剥片

剥片 上

剥片 下

剥 片 下

剥 片 上

挟 入石器

剥片

剥片

剥片 下

剥 片

剥片

剥片

剥 片

剥片

剥片

剥片 上

剥 片 下

剥片

剥片 下

剥片

砕 片

剥片

剥片 上

剥片 上

剥片

剥片 上

剥 片

剥片

剥 片

剥片 上

石核 下

剥片 上

石核

剥片 上

稜付き石刃 下

表14 大道下遺跡 石器のリスト

表15 大道下遺跡 古代以降の遺物リスト

図
番

号

遺

番
遺物名 石材 母 岩 地 層 腑

ω
難
＜ｃｍ＞

幅

ｃｍ
腱
＜ｃｍ＞

墾
０

接 合

剥片 上

剥片 下

剥片 上

剥片 上

剥片

剥 片 上

剥 片

剥片 下

剥片

剥l片 上

剥片 上

剥片 下

剥 片

剥 片 上

剥 片

剥 片 下

石核 下

剥片 上

剥片 上

石核

剥片 下

剥片 上

剥片 上

石核

石核 上

剥片 上

剥片 上

剥片

砕片

剥片

剥片 下

剥片

剥 片

剥 片

剥片 上

剥片 上

剥片 下

剥片 上

剥片 上

剥片 下

剥片

剥片 上

砕 片 上

剥 片

敲石 上

砕 片

剥片 上

剥 片

剥片

剥片 下

剥片

石核

剥片 上

剥片 上

剥 片 上

剥片 上

剥 片 上

剥片

剥片

砕 片

石核

剥片

剥片

剥片

剥片

剥 片

剥片

剥片

剥片

図
番
号

丁P
遺物
番号

遺物名 層準
標高
(m)

長さ
(cm)

幅

ｃｍ

厚さ
(cm)

姜
０

備考

土師器 Ⅱ 上 696。 918

砥 石 Ⅱ 中 696.70[

土師器 Ⅱ 下 696.568 1

土師器 Ⅱ 下 696.46〔

土師器 Ⅱ 中 696.528

土師器 Ⅱ 中 696.548 口縁

図
番
号

TP
遺物
番号

遺物名 層準
標高
(m)

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

螢
０

備考

磁器 Ⅱ 中 697.008

土師器 中 697.51 口縁

1 陶器 Ⅱ 上 696.95[ 005

磁器 Ⅱ 上 696。 97 0。 3

土師器 Ⅷ  中 696.84 0.8
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表16 大道下遺跡 礫の属性表

TP
遺物
番号

遺
物
名

層 準
標高
(m)

長さ
(cm)

百
日
　
ｍ

厚さ
(cm)

難
０

割れ
あり○
なしX

割れ
の割
合%

焼け
あり○
なしX

鵬
鍛
陶

自然
面の

焼け

自然
面の

焼け
%

割れ
面の

焼け

割れ
面の

焼け
%

平面
形

(長短 )

平面

形

(角 丸 )

V 下 696.268 0。 8 0.3 ○ 80 × / / / / / 長 角

68 Ⅳ 中 696。 508 0。 7 ○ 80 ○ ○ 80 ○ 20 長 角

82 礫 Ⅶ 696。 258 0。 7 ○ 40 × / / / / / 長

108 礫 Ⅵ 696.228 2.7 ○ 60 × / / / / / 短

148 礫 Ⅶ 696。 158 2。 C 56.0 ○ × / / / / / 短 角

表17 大道下遺跡 礫の平均値 と割合

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

整
０

割れの

割合(%)
焼けの

割合(%
焼け

(3段階)

2.6 13.4 100 20

1は稜付き石刃の形態をしているが、ほかに石刃技法による石刃は出土していないため、この石器は石刃技法

に伴うものではない可能性が高い。 2～ 12は剥片である。全体に幅広の剥片で、長さが幅の 2倍以上の縦長剥片

は少なく、全体に縦と横の長さが近い剥片が多い。比較的大形の剥片は背面や側面に自然面があり、それらは主

に単剥離面を加撃して剥離されており、石器製作の初期段階の剥離による剥片の可能性がある。13、 14は石核で

ある。13か らは剥離面を打面として表裏交互に剥離し、打面を90度替えて剥離する技術がうかがえる。14は 自然

面を打面としている。15～ 31は接合資料で、その内、15～ 27は 主に剥片同士の接合で、28～ 31は石核に剥片が接

合するものである。15は扶入石器で、横長の剥片の腹面側に決入部が作 り出されている。15～ 20は割れ面の状況

から偶発的に割れたものと見られる。22か らは母岩の大きさが推定できる。24は 同じ打面を加撃して剥離された

2点の剥片の接合資料である。27は Aの剥離の後、その剥離面を打面としてBが剥離されている。28、 29の石

核は偶発的に割れたものと思われる。30は 自然面を除去するような剥片剥離の例である。31の石核の剥離痕から、

打面を固定して、単剥離面打面を加撃して連続して小形の剥片を剥離する技術が見られる。これら接合資料の多

くには自然面が見られる。また、節理面で割れているものもあり、それらは偶発的に割れたものと推測できる。

接合資料は多いものの、剥片剥離が復元できる接合例は乏しい。32は小形の扁平な敲石で、弱いつぶれが観察で

きる。33は磨り面が明瞭ではないが、形態や石材等から磨石と推定した。

E.ま とめ

今回の調査では製品 (ト ゥール)は決入石器 1点のみで、時期を特定する手がかりとなる石器は得られなかっ

た。しかし、石器139点 のうち、約 3割 に当たる44点が接合した資料で占められている。これらは石器製作がこ

の場でおこなわれたことを示しており、自然面が残る資料が多いことから、石材産地から採取した母岩を持ち込

んだものと推定できる。しかし、良質な石材は少なく、剥離の過程で、節理面で偶発的に割れてしまう場合が多

かったと考えられる。石材ではチャートと凝灰岩を多用し、町内の遺跡で出土例の多い黒曜石は使わず、また、

無斑晶質安山岩の使用割合も少ないことから、特異な石器石材の構成である。異なる層準の石器が接合する例が

多い点も特異である。現場で地層の乱れは観察できなかったことから、このような地層間の遺物の移動がどのよ

うにおこるのか、今後の大きな検討課題と思われる。また、このことは、出土層準の違いを時期差とし、同じ遺

跡内でいくつかの文化層を設定するというやり方に対し、再考を促す事例といえよう。遺物がこれだけ大きく動

く場合があるという事実から、単純に出土層準が違うということで石器群を分け、文化層を複数設定するという

のではなく、石器組成や石材組成、剥片剥離技術などを総合的に捉えて、慎重に検討し、文化層を設定する必要

があろう。

今回出土した石器は、Ⅲ層～Ⅶ層にかけて出土しているが、これらは同一時期の石器群とした。この石器群の

時期についてであるが、層準からは突出したピークはないものの、概ねV層～Ⅵ層に遺物が多 く出土している。

剥片の剥離技術は、大形の石核では単剥離面打面を加撃して幅広の剥片を連続して剥離する例が見られ、小形の

石核では表裏で交互に打面を入れ替えて、幅広の剥片を剥離する技術が見られた。石刃技法は見られない。こう

した例は清明台遺跡 (2006個 人住宅地点)で見られ (信濃町教育委員会,2007a)、 その時期はAT降灰直後の上

Ⅱ下部文化層 (野尻湖人類考古グループ,1994)と している。大道下遺跡ではⅥ層に相当する層である。今回の

調査では時期を特定する手がかりに乏しいが、清明台遺跡の事例との比較と、遺物が多く出土している層準とい

長 3′点 60% 角 5′点 100%

短 2ノ点 40% 丸 0点 0%
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うことから、生活面はⅥ層にあったと結論付け、上Ⅱ下部文化層、野尻湖第Ⅲ期 (谷 ,2007)、 南関東のV～Ⅳ

層下部に対比しておきたい。

18.御料遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

19.御料遺跡

A口 概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

出土遺物点数  0点
B.遺跡の環境と調査に至る経緯、調査の結果

御料遺跡は御料の集落全体にわたる縄文時代 と平

安時代の遺跡である (信濃町教育委員会,2003)が 、

これまでに発掘調査が実施されておらず、詳細は不

明である。

この御料遺跡内で個人住宅の建設が計画された

(図 39)。 計画は既存の建物を解体した後、ほぼ同じ

位置に建設するというものであった。既存建物の基

礎工事及びその撤去によって大きく改変され、遺跡

が残されていない可能性が高いと判断されたため、

工事立会とし、状況の確認をおこなって終了した。

信濃町大字平岡字裏屋敷添1635-5

個人住宅建設

工事立会

150ゴ (工事面積)

平成19年 5月 18日

信濃町大字平岡字前屋敷添1565-1

個人住宅建設

工事立会

72ゴ (工事面積)

平成19年 4月 19日

図39 御料遺跡の範囲と調査地の位置

出土遺物点数  0点
B口 調査に至る経緯と調査結果

御料遺跡内で個人住宅の建設が計画された (図39)ため、現地を確認したところ、かつて倉庫が建っていて、

それを撤去した場所へ建設するということで、すでに基礎の撤去等によって大きく改変されている状況を確認し

た。遺跡が残されていない可能性が高いと判断されたため、工事立会とし、状況の確認をおこなって終了した。
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写真図版 1

東から)

5。 大久保南遺跡 二次加工のある石刃 (図 番号 1)の 出
土状況

2.大久保南遺跡 TP-6の調査の様子② (近景,北から)

3。 大久保南遺跡 TP-6北側の遺物の出土状況 (南から) 4。 大久保南遺跡 TP-6南側の遺物の出土状況 (東から)

6。 大久保南遺跡 剥片 (図番号 5)の 出土状況

7。 大久保南遺跡 剥片 (図番号 8)の 出土状況 8。 大久保南遺跡 石核 (図番号 9)の 出土状況
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写真図版 2

1.大久保南遺跡 巨礫 (14)の 出土状況 2。 大久保南遺跡 TP-6の礫群の出土状況 (東から)

大久保南遺跡 TP-4の完掘状況 (北西から) 4.大久保南遺跡 TP-5の完掘状況 (北から)

5.緑ヶ丘遺跡 調査の様子① (遠景,南西から)

7。 東裏遺跡・個人住宅地点 調査の様子① (遠景,北西
から)

8。 東裏遺跡・個人住宅地点 調査の様子② (近景,西か
ら)
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写真図版 3

3。 東裏遺跡・医師住宅地点 調査の様子② (近景,東か
ら)

5.東裏遺跡・医師住宅地点 ¶卜 4の 遺物の出土状況
(北西から)

7。 東裏遺跡・

土状況

2。 東裏遺跡・

から)

4。 東裏遺跡・医師住宅地点 ¶卜 3の 遺物の出土状況
(南西から)

東裏遺跡・医師住宅地点
土状況

8.東裏遺跡・医師住宅地点 縄文土器 (図 番号16)の出
土状況

1。 東裏遺跡・医師住宅地点 調査地の様子 (南東から) 医師住宅地点 調査の様子① (遠景,南西

縄文土器 (図番号 6)の 出

医師住宅地点 縄文土器 (図番号 5)の 出
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写真図版 4

藤騨鬱1::11:111:

1。 大道下遺跡 調査の様子 (遠景,東から) 2.大道下遺跡 TP-8の調査の様子① (北東から)

3。 大道下遺跡 TP-8の調査の様子② (北東から)

5.大道下遺跡 TP-8の 遺物の出土状況② (遠景,東か
ら)

4。 大道下遺跡
ら)

6。 大道下遺跡 TP-8の 遺物の出土状況③ (近景,東か
ら)

TP-8の 遺物の出土状況① (遠景,西 か

7。 大道下遺跡 石核 (図番号28-B)の 出土状況 8。 大道下遺跡 剥片 (図番号28-A)の 出土状況
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写真図版 5

1.大道下遺跡 石核 (図番号29-C)の 出土状況 2.大道下遺跡 剥片 (図番号29-D)の出土状況

3.大道下遺跡 石核 (図番号31-C,D)の 出土状況 4。 大道下遺跡 剥片 (図番号31-Alの 出土状況

5.大道下遺跡 石核 (図番号30-C)の 出土状況 6。 大道下遺跡 敲石 (図番号32)の出土状況

7。 大道下遺跡 磨石 (図番号33)の出土状況 8。 大道下遺跡 土層
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1117

0                   5cm

大久保南遺跡の主な出土遺物

一-46-―



写真図版 7

8

東裏遺跡・医師住宅地点の主な出土遺物

0 5cmrl
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写真図版 8

1～ 14032のスケール         33の ス考

D              5cm         O

大道下遺跡の主な出土遺物
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Jヒ湘革 東経 調査期間

調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

大久保 南

(2007県 道改良地点)

蔓寿鷺竺泉鶴難稽鷹訴笑寧Υ際
字上ノ原216-19841-1985ケ 1

205834
36層誼
49分
2秒

138層誼
12分
6秒

20070904

20070912
18.7
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工事
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138度
11分
33秒

20070903
個人住宅

建設

墾
暴

帆東

(2007個 人住宅地点)

蔓鼻買竺泉鶴難稽漁計笑寧Υ際
字東裏481-1

205834 70
36層誼
48分
18秒

138度
12分
36秒

20071107 9.6
個人住宅

建設

墾
異

帆東

(2007医 師住宅地点)
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信
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大字 柏 原
205834 70
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48分
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138度
12分
35秒
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個人住宅
建設

大道下

(2007工場0店舗地点)

蔓寿買竺泉随新稽鷹訴笑寧穐鏡
1967-1

205834
36層誼
47分
12秒

138度
13分
4秒

20070523

20070604
29

工場・

店舗建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

大久保南
(2007県 道改良地点)

散布地 旧石器時代 礫群 1基 石核・剥片など 41点 石刃石器群が出土。

緑 ケ丘
(2007個 人住宅地点)

散布地
縄文時代
平安時代

出土品なし

東 裏
(2007個 人住宅地点)

散布地
縄文時代
平安時代

出土品なし

東 裏
(2007医 師住宅地点)

散布地
縄文時代
平安時代

縄文土器など 68点
縄文時代早期の沈線文系土器群
が出土。

大道下
(2007工場0店舗地点)

散布地 旧石器時代 石核・剥片など 156点 多数の接合資料が出土。石器製
作址と推定。
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